
十
月
二
十
三
日
、
関
西
電

力
に
対
し
、
若
狭
連
帯
行
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
救
援

関
西
と
ヒ
バ
ク
反
対
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
申
し
入
れ
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
市
民
側
は
一

四
人
が
参
加
。

関
電
は
五
人
以
内
、
時
間

は
全
部
で
五
分
と
い
う
制
限

を
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
議
室
に
通
さ
ず
ロ
ビ
ー
で

の
対
応
な
の
で
、
参
加
者
は

申
し
入
れ
行
動
の
一
部
始
終

を
見
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
っ
た
い
こ
の
人
数
制

限
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ

若
狭
連
帯
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
申
し
入
れ
書

貴
社
は
、
電
気
料
金
値
上

げ
に
関
す
る
私
た
ち
と
の
話

し
合
い
を
八
ヶ
月
以
上
拒
み

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

貴
社
の
「
関
西
電
力
グ
ル
ー

プ
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
五
」

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
行
動
原
則
「
企
業

の
社
会
的
責
任
」
）
を
見
れ

ば
、
貴
社
の
社
会
的
責
任
を

高
々
に
謳
っ
て
い
ま
す
。
言
っ

て
い
る
こ
と
と
、
実
際
に
や
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
矛

盾
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
二
〇
一
五
年
二

月
十
二
日
に
賛
同
三
九
団
体

五
百
個
人
で
「
関
西
電
力
の

電
気
料
金
値
上
げ
と
原
発
再

稼
働
に
関
す
る
公
開
質
問
状
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
賛
同
は

五
二
団
体
、
五
千
二
百
六
十

五
個
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

社
会
的
責
任
を
謳
う
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
面
談
も
回
答
も

八
か
月
以
上
拒
否
し
た
ま
ま

で
あ
る
こ
と
を
謝
罪
し
、
公

開
質
問
状
に
改
め
て
真
摯
に

回
答
す
べ
き
で
す
。

フ
ク
シ
マ
事
故
以
降
、
貴

社
の
経
営
は
、
原
発
依
存
の

経
営
を
頑
強
に
続
け
た
た
め
、

四
年
連
続
赤
字
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
警
鐘
し
て
き

た
通
り
に
な
っ
た
の
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
字
の

ツ
ケ
を
電
力
消
費
者
に
転
嫁

す
る
の
は
間
違
い
で
す
。
原

発
に
頼
っ
た
経
営
失
敗
で
あ

り
貴
職
は
ま
ず
そ
の
責
任
を

と
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

「
原
発
を
や
め
れ
ば
、
年
間

三
六
０
０
億
円
の
原
発
の
維

持
管
理
費
が
浮
い
て
電
気
料

金
を
下
げ
ら
れ
る
」
と
い
う

私
た
ち
の
主
張
の
正
し
さ
は
、

美
浜
一
・
二
号
と
敦
賀
一
号

の
廃
炉
で
コ
ス
ト
を
実
際
に

削
減
で
き
た
と
い
う
事
実
で

証
明
さ
れ
ま
し
た
。
「
廃
炉

に
伴
う
コ
ス
ト
削
減
額
を
消

費
者
に
還
元
す
る
」
こ
と
を
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若
狭
ネ
ッ
ト
他
２
団
体
が
関
電
へ
申
し
入
れ



条
件
と
し
て
電
気
料
金
値
上

げ
が
承
認
さ
れ
、
貴
社
も

「
精
査
し
消
費
者
に
還
元
す

る
」
と
約
束
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
コ

ス
ト
削
減
額
を
明
ら
か
に
せ

ず
、
還
元
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

共
同
通
信
に
よ
れ
ば
、
二

〇
一
四
年
度
に
は
「
電
力
九

社
が
、
稼
働
し
て
い
る
原
発

が
な
か
っ
た
の
に
、
原
発
の

維
持
、
管
理
の
た
め
計
約
一

兆
四
千
億
円
を
使
っ
て
い
た
」

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
金

食
い
虫
の
原
発
を
廃
炉
に
す

れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
電
気

料
金
を
値
下
げ
で
き
る
の
で

す
。原

発
再
稼
働
は
「
二
〇
三

〇
年
に
総
発
電
電
力
量
の
二

十
二
～
二
〇
％
の
原
発
比
率

達
成
」
を
掲
げ
る
政
府
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
一
環
で
す

が
、
こ
れ
は
、
老
朽
原
発
の

四
〇
年
超
運
転
を
増
や
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
検
査
で
定
期
検

査
期
間
を
短
縮
さ
せ
、
原
発

の
長
期
連
続
運
転
で
平
均
設

備
利
用
率
を
九
〇
％
以
上
へ

引
き
上
げ
る
政
策
と
一
体
の

も
の
で
す
。
経
済
産
業
省
は
、

米
国
で
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原

発
炉
心
溶
融
事
故
の
後
、
米

原
子
力
規
制
委
員
会
Ｎ
Ｒ
Ｃ

が
規
制
緩
和
を
し
て
原
発
の

平
均
設
備
利
用
率
を
九
〇
％

以
上
へ
引
き
上
げ
を
日
本
で

も
導
入
し
よ
う
と
目
論
ん
で

い
ま
す
。
フ
ク
シ
マ
事
故
を

顧
み
な
い
、
こ
の
よ
う
な
無

謀
な
原
発
再
稼
働
と
強
硬
運

転
は
断
じ
て
容
認
で
き
ま
せ

ん
。原

発
を
再
稼
働
す
れ
ば
、

使
用
済
核
燃
料
が
生
み
出
さ

れ
ま
す
。
使
用
済
核
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
は
、
問
題
を
先

送
り
す
る
だ
け
で
あ
り
、
根

本
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
の
使
用
済
核
燃
料

を
生
み
出
さ
な
い
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
使
用
済
核

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
そ

の
も
の
も
、
撤
回
す
べ
き
で

す
。昨

年
五
月
二
十
一
日
の
大

飯
三
・
四
号
運
転
差
止
判
決

に
続
き
、
福
井
地
裁
は
今
年

四
月
一
四
日
、
高
浜
三
・
四

号
の
運
転
差
止
仮
処
分
命
令

を
出
し
ま
し
た
。
貴
社
は
異

議
申
立
を
し
て
い
ま
す
が
、

企
業
の
社
会
的
責
任
を
謳
う

の
で
あ
れ
ば
、
仮
処
分
命
令

に
真
摯
に
従
い
、
原
発
再
稼

働
を
断
念
す
べ
き
で
す
。

貴
社
は
、
省
エ
ネ
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
未

来
型
電
力
会
社
に
転
換
す
べ

き
で
す
。
原
発
の
再
稼
働
を

断
念
し
、
全
原
発
を
即
刻
廃

炉
に
し
、
来
年
度
か
ら
の
電

力
小
売
り
全
面
自
由
化
に
備

え
る
べ
き
で
す
。
発
送
電
分

離
を
早
め
、
送
配
電
網
の
全

国
的
統
合
・
公
的
管
理
化
に

協
力
し
送
配
電
網
整
備
・
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先

拡
大
を
図
る
べ
き
で
す
。

一
〇
・
二
六
反
原
子
力
デ
ー

に
際
し
て
、
以
下
の
項
目
を

改
め
て
申
入
れ
ま
す
。
貴
社

が
本
来
あ
る
べ
き
社
会
的
責

任
を
果
た
す
た
め
、
真
摯
に
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回
答
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

一
．
美
浜
一
・
二
号
だ
け
で

な
く
、
二
〇
一
六
年
七
月
に

四
〇
年
超
運
転
と
見
な
さ
れ

る
高
浜
一
・
二
号
、
二
〇
一

六
年
十
二
月
に
四
〇
年
運
転

の
美
浜
三
号
、
三
五
年
超
運

転
で
老
朽
化
し
た
大
飯
一
・

二
号
を
即
刻
廃
炉
に
し
て
く

だ
さ
い
。

二
．
福
井
地
裁
に
よ
る
昨
年

五
月
の
大
飯
三
・
四
号
運
転

差
止
判
決
お
よ
び
今
年
四
月

の
高
浜
三
・
四
号
の
運
転
差

止
仮
処
分
命
令
に
従
い
、
高

浜
三
・
四
号
炉
と
大
飯
三
・

四
号
炉
の
再
稼
働
を
断
念
し
、

再
稼
働
申
請
を
撤
回
し
て
下

さ
い
。

三
．
美
浜
一
・
二
号
と
敦
賀

一
号
の
廃
炉
に
伴
う
コ
ス
ト

削
減
額
を
明
ら
か
に
し
、
電

気
料
金
を
値
下
げ
し
て
下
さ

い
。

四
．
使
用
済
核
燃
料
中
間
貯

蔵
施
設
の
立
地
計
画
を
撤
回

し
て
下
さ
い
。
プ
ル
サ
ー
マ

ル
な
ど
再
処
理
・
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
利
用
計
画
か
ら
全
面
的

に
撤
退
し
て
下
さ
い
。

五
．
発
送
電
分
離
と
送
電
網

の
全
国
的
統
合
・
公
的
管
理

化
に
協
力
し
、
省
エ
ネ
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の

未
来
型
電
力
会
社
に
転
換
し

て
下
さ
い
。

以
上
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2015年も早いものでもう2ヶ月を切るという時期になりました。

この1年も、港合同各支部・分会の組合員の皆さんに様々なご支援・ご協力

をいただいて、毎月の定期発行を行うことができました。ありがとうございま

した。

毎年この時期恒例ですが、2016年の「新年の抱負・決意」の各支部・分会

原稿をお願いします。文字数に制限はありません。一言二言からＯＫです！

■締切 2016年1月6日（火）

■送付先 昌一金属支部（手渡しの場合は、編集委員まで）

※必ず原稿を提出してください。よろしくお願いします！！


